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第１０回 行基の足跡（次田堀川、垂氷布施屋） 

  講 師：吹田市立博物館 学芸員 池田直子先生 

日 時：６月２７日(金) 10:00 ～ 12:00 

  教 室：高槻センター街ビル 

１．行基の生涯 

  天平時代の政治と文化 

  国家仏教 

   国分寺、国分尼寺の造立 

東大寺 廬舎那仏の造立 

  僧尼令により在野の活動が禁止 

されていたが、廬舎那仏の造立の 

ため、行基の活動は容認され、 

また、大僧正になった。 

行基の活動 

   民間伝道 

     僧尼令により民衆への宗教活動は禁止されていた。しかし、行基の民衆への影響力、行基

集団の拡大を朝廷は無視できなくなり、次第に規制を緩和する。 

   社会土木事業 

    農耕用灌漑施設(池 15、溝 6、樋 3)を造った。 

     狭山池、昆陽池、久米田池など 

 

 

 

 

 

 

 

交通施設(橋 6、道 1、船息 2、堀 4、布施屋 9)を造った 

２．次田堀川・垂氷布施屋 

    次田堀川 

     淀川と安威川―神崎川を結ぶ運河 

    垂氷布施屋 

     布施屋は調・庸などの運脚夫や役民のため、 

交通の要衝や難所におかれた休憩宿泊施設。 

垂水神社付近か？ 

 

 

１３期 北摂の歴史ロマンを愉しむ（6 月③） 

愉しむ 



佐井寺 佐井寺村山田寺 (現佐井寺 )境内

図 

３．北摂周辺における行基の足跡 

四十九院 

吹田市内の行基伝承の寺 

常光円満寺 

観音寺 

佐井寺 

紫雲寺 

 

 

 

   北摂の行基伝承の寺 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連年表 

668 年 行基河内国大鳥郡に生まれる 

682 年 行基、出家・得度 

704 年 生家を改めて家原寺とする 

717 年 民間伝道が僧尼令違反として禁圧される 

 727 年 土塔建立 

 731 年 狭山池院、昆陽施院着工 

743 年 行基、大仏建立のため弟子らを率いて勧進する              家原寺      

749 年 菅原寺で入滅、東大寺大仏成る 

1235 年 竹林寺の墓所から行基の舎利瓶出現 

 

 

 

 

 大野寺土塔 

              

 

（一口メモ） 

・ 行基の偉大な足跡を現在も訪ねられる親しみを抱かせる偉大な僧であり、興味深く講義を拝

聴しました。 

・ 行基が行った土木事業に興味がある。また、吹田の名前の由来の話が面白かった。 

竹林寺 

常光円満寺 

竹林院 竹林寺行基墓 



連絡事項 

日 時：６月２７日(金) 13:00 ～ 13:20 

  場 所：高槻センター街ビル 教室 

１.７月１１日の校外学習について行事担当者から説明 

午前 

行先：サントリー京都工場（雨天決行） 

内容：工場見学 ＆ ザ・プレミアムモルツおいしさ発見ツアー      

集合：サントリー京都工場の正門 (10:15) 

費用：1,000 円 

午後 

  班活動 

２.今後の予定 

 7/11 で前期終了 

 9/26 午前は教室 「後鳥羽上皇と水無瀬」 

    午後は現地見学 島本町歴史文化資料館と史跡・桜井駅跡公園 

      更に、希望者は水無瀬神宮へ 

班活動 

日 時：６月２７日(金) 13:20 ～ 

  1 班の活動 

    西国街道沿いの史跡、神社仏閣、文化施設を訪問する② 

    神足石仏群 

     神足・古市共同墓地にあります。 

     江戸時代末期、死後の恐怖から逃れたい庶民信仰から造られたと伝えられる。 

 

 

 

 

 

 

勝竜寺公園 

 細川藤孝(幽斎)立身出世の城 

 肥後細川家出発の城 

細川ガラシャお輿入れの城 

明智光秀最期の城 

  山崎の戦いに敗れ、最後の夜を過ご 

した城。 

瓦・石垣・天守を備えた近世城郭の先駆け 

 

（一口メモ） 

・成果発表会に向けて、有意義な議論ができた。 

・サントリー見学後の活動につき相談。ふれあい成果発表の内容につき検討。 

          1 班広報  

六地蔵 五王像 

勝 竜 寺

城 

細川ガラシャ 


